
 

 私たちの教会は、海外における日本人教会の中でも

非常にまれなる恵みをいただいています。会員の移動

の激しい中で、過去３０年間、一度も赤字で年を越し

たことがなかっただけでなく、伝道を開始してから１

０年後に土地と建物が与えられ、そして２年前には礼

拝堂と牧師館の建築をすることが出来ました。これは、

私たちの努力によって獲得したものではなく、神から

委託された預かりものなのです。ですから、これを良

く管理し、神の目的に適うように用いなければなりま

せん。そのためには絶えず主に祈らなければなりませ

んし、また祈られなければならないのです。そうでな

ければこの教会は３０年間存続しなかったでしょうし、

これからも存続し続けることはないでしょう。 

＜２３７号＞ 
２００７年６月１０日 

 
「祈り、祈られる幸い」 

（コロサイ１：９～１２） 
武 田 恒 義 

 今回の聖書の箇所には、パウロのコロサイ教会のた

めの祈りが記されています。この祈りは私たちの教会

のための祈りとしても耳を傾けなければならないと思

います。９節に「こういうわけで、私たちはそのこと

を聞いた日から、絶えずあなたがたのために祈り求め

ています。」と記されていますが、「そのこと」とは何

のことでしょうか。４節から６節にその一部が記され

ています。それは、キリストに在って天に保証されて

いる望みのゆえに、彼らの信仰は強められ、彼らの愛

が豊かになっているということです。神がキリストに

よって発せられた福音のメッセージは、勢いをもって

世界中に実を結び広がり続けています。神のことば、

キリストの福音には力があります。命あふれるキリス

トの福音は、今日ここアトランタにまで届きました。

私たちの教会が３０年間存在してきたことも、キリス

トの福音が持つ生命力の証しです。 
 さてパウロは、コロサイ教会の様子を聞き、もうこ

れで大丈夫と安心したでしょぅか。そうではありませ

ん。かえって、そのことを聞いた日からコロサイの人々

のために絶えず祈り求めているのです。なぜならパウ

ロは、自己満足の危険性を知っているからです。それ

は成長をストップさせるだけでなく、しばしば高慢と

怠慢を生み出します。また誘惑や困難や迫害に対処す

る力を奪ってしまうものです。 

一体パウロは何を祈り求めているのでしょうか。 
第一にコロサイの人々が、神のみこころを知る真の知

識に満たされるように（９節）ということです。これ

は祈りの本質です。祈りとは神のみこころを知るため

に神に聞くことです。また単に頭だけの知識にならな

いように、聖霊と聖書の導きによって与えられる知恵

と理解力の必要性を教えています。 
第二に彼らが、主にかなった歩みをするようにとい

うことです。（１０節）神がそのひとり子をお与えにな

ったほどの愛にふさわしい歩み、その愛に値する歩み

をするようにということです。信仰と生活、知識と体

験の一致と調和を保ち「あらゆる点で」すなわち、家

庭、職場、趣味においても主に喜ばれる生活をするよ

うにと祈っています。主は今までも、これからもずっ

と継続してあらゆる力をもって私達を強めて下さると

約束していて下さいます。（１１節） 
第三に彼らが、光の中に招き入れられ、御国の相続

者としての資格を与えられていることを心から信じ、

喜びをもって感謝をささげることが出来るようにと祈

っています。このパウロの祈りは、またイエスキリス

トの祈りでもあります。私たちも同じように、身近な

人々のために、また世界中の人々のために、キリスト

の体なる諸教会のために祈らなければならないし、祈

られなければならないと痛感しています。 
祈る幸い、祈られる幸いを日々味わいたいものです。 



３０周年記念行事を終えて
 

ウエストミンスター日本人教会 

３０周年記念宣言 

３０周年を迎えた私たちの教会は、今年の標語を

「３０周年の感謝と祈り」－最初の日から今日まで、

そしてキリスト・イエスの日まで－としました。こ

れはピリピ人への手紙1章３節から１１節までのみ

言葉から導き出されたものです。 
私たちは、この教会の働きが多くの人々の祈りと

励ましと援助によって進められてきたことを覚え

て、感謝の思いに満たされます。同時に忘れてなら

ないことは、それは主なる神の御業であるというこ

とです。 
最初の日から今日まで、復活の主が先頭に立って

導き、みことばをもって励まして下さり、ある時は

弱り果てた私たちを背負って共に歩んで下さいま

した。 
私たちの教会の歴史は、主イエス・キリストの足

跡そのものです。私たちは、これからも主のみ心に

従い、み足の跡をたどりつつ天のふるさとを目指し

て歩み続けます。 
私たちは神の家族として愛において成長し、主キ

リスト・イエスの日が来るまで、福音に生き、キリ

ストの証人として神の栄光を現すことが出来るよ

う祈りつつ、次の宣言を表明いたします。 
 

私たちウエストミンスター日本人教会は、３０

周年に当たり標語の趣旨をしっかりと心に留め、

感謝と祈りと喜びをもって福音宣教に努めます。

そのため主の日の礼拝を厳守し、みことばと聖霊

による一致を保ち、同じ愛の心をもち、心を合わ

せ、こころざしを一つにして、主に喜ばれる教会

を 形 成 す る こ と を 宣 言 い た し ま す 。

２００７年 4 月１５日  

＜３０周年記念の年に思う＞ 

 

武 田 恒 義 

 この記念すべき年を、会員そして教会に集っていて

下さる皆さん、そして各地の集会の皆さんと共に迎え

ることが出来たことを摂理の神に感謝しております。

この３０年という年月は私たち家族の人生において最

も長い年月ですが、一番短く感じることもまた事実で

す。１９７７年３月１８日に、家族５人でアトランタ

空港に降り立った日のことを、昨日のことのように覚

えています。そしてそれからの３０年のあゆみも、３

年間の歩みのように思い出すことが出来るのが不思議

です。 

 １９７７年４月にウエストミンスター日本人教会と

しての第一回目の礼拝を捧げました。その年のクリス

ますに第一回目の洗礼式が行われました。そして１９

７８年１月２９日に８名の転入会者が加わり、９名の

会員で第一回目の会員総会を開き、聖餐式を行いまし

た。 

 去る３月２４日に東京お茶の水クリスチャン・セン

ターで「ウエストミンスター日本人教会創立３０周年

記念感謝会」が開かれ、１５０名以上の方々が集って

下さった様子を前号に家内が報告していますが、私も

全く同感です。しかし、私が特別に神の導きを感じて

いることは、そこに柿谷正期先生御夫妻、と中垣路津

子姉（本田路津子）が_出席しておられたことです。実

はこれらの方々は、私が１９７５年にDecatur にある

神学校に短期留学をしていた時に出会った方々であり、

その出会いがきっかけとなりアトランタに来るように

なったからです。このように、神が出会わせて下さっ

た方々によってこの教会が始まり、続けられて今日に

至っているのだということを改めて思わされたのです。 

この小さな一つの教会の歩みも、多くの人々を通して

なされた神ご自身の御国建設の御業であるということ
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は何と素晴らしいことであり、畏れ多いことであり、

感謝なことでしょうか。主を心から崇める次第です。 

 

 ４月１５日、記念礼拝に九州から長井正人先生を説

教者として迎え

ることが出来ま

した。３月の感

謝会の時には司

会をして下さい

ました。また「ア

トランタ支援

会」の世話人と

して事務的なこ

と一切を引き受

けて下さってい

ます。この長井

先生は１９８７

年に当教会で洗

礼を受け、森美登里姉との（森恵姉のお姉さん）結婚

式を挙げられました。神様のなさることは「時にかな

って美しい」ことばかりです。 

  

 礼拝の中で、今年の会員総会で選ばれた５人の男性

役員が前に出て、冒頭に掲げた「３０周年記念宣言」

の序文を交互に朗読し、全会員が心を一つにして宣言

文を読みました。美しい感動の一瞬でした。 

 

美しいといえば、もう一つ。神様がアレンジされた

美しいカップル、イタリヤの風の香りをただよわせる

日本の美しい花、稲垣俊也・久美子御夫妻が記念コン

サートをして下さったことです。当初は、これ程の方々

をお招きするのは、当教会にとっては無理、いや不可

能とさえ思っていたのですが、ついに実現し、お二人

のオペラ歌手の美しい花束の数々によって記念行事が

盛り上がりました。 

 

このコンサートのために一丸となって祈り、奉仕し

て下さった教会員はもとより、ピアノの伴奏をして下

さった石川英理子さんと山本もも子さん、その他の

方々のご協力に対して心から感謝致します。 

 

川田ご夫妻の取って下さった御労には改めて感謝

したいと思います。稲垣ご夫妻との交渉の段階から、

伴奏者との交渉、リハーサルから本番に至るまでの

お世話、それにみよ子さんは宿泊のお世話から付き

人役までをして下さいました。お二人なくしては、

この企画は出来なかったことです。ありがとうござ

いました。 

 

 

稲 垣 俊 也・久 美 子 

頌主 

このたびは御教会の30周年を、共にお祝いすること

ができ本当に感謝でした。また暖かく、細やかなお心

遣い、ご配慮を賜り有難うございました。心から御礼

申し上げます。先生ご夫妻や教会の皆様からうかがっ

御地での一つ一つの出来事は同じ主を信じているとい

う絆を通して、私たちにとりましても嬉しく、美しく、

新しい出来事でありました。共に同じ主に生き、主に

活かされていることを、深く味わわせていただきまし

た。思い出のスナップをいくらかお送りさせていただ

きます。またお会いできますことを心待ちにいたして

おります。在主 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ウエストミンスター日本人教会の皆様へ 

              長 井 正 人 
主の御名を賛美します。この度は御教会の３０周年

記念礼拝へと招いて下さり心より感謝しています。教

会の委員会、武田先生夫妻をはじめ全教会員の方々の

祈りに支えられて御言葉の奉仕をすることができまし

た。当日はとても多くの方々が来て下さって本当に感

謝でした。 
この記念行事の実現のために、多くの人々が心と身

体を用いて働いて下さったんだろうなあ～と思ってい

ます。又すべての会員の方々が３０年の神様の導きに

感謝とほまれを深く、そして鮮やかに表明して下さっ

たと思っています。神様を愛し、自分を愛するように

隣人を愛しなさいという主イエスのおきてにそのまま

従っている日本人教会の人々の姿を見せて頂きました。

会場の準備、接待、食事など様々な準備をして下さっ

たことに感謝致します。「この最も小さい者にしたこ

とは、私にしてくれたことである」という主イエスの

言葉を思い出しています。 
 
日本人教会の今後の歩みの上に神様の豊かな祝福が

ありますように将来の日本人教会の歩みの中に、私が

どのような方法で用いられるのか分からないというの

が正直な今の

心境ですが、

神様に祈るこ

とを通して道

が示されるの

ではないかと

思っています。

どうぞ、私た

ち家族のため

にも祈って下

さい。主にあ

りて。 
＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
勇 内 喜 久 子 

主の御名を賛美します。土曜日、日曜日と２回も心

あたたまる歌声を聞かせていただき心より感謝しまし

た。長い人生を生きていると、思わぬプレゼントを神

様からいただけるんだと実感できて神様に感謝！！ナ

マの舞台ゆえ、迫力満点、なにしろ素晴らしかったの

一言につきる。教会の３０周年にふさわしいコンサー

トでした。主にありて。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

西 端 淑 
・お二人のコンサート感謝でした。（感激です。） 
 
・（日曜日）駐車整理たんとうでした。教会の前の道で

ヒヤッとするニヤミスが一件有りました。幸い路肩

に入り衝突は避けられました。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

村 林 友 子 
３０周年の記念礼拝とコンサートが終わり、１ヶ月

が過ぎました。私自身、学校でのパフォーマンスなど

が重なり、心を全て注げなかった状態にありましたが、

教会全体が一つとなって、このイベントのために働い

ている様子を見ていて、本当に神様の体となって機能

している教会の姿を見ることができました。みんな一

人一人の笑顔と神様への思いが一つとなって、素晴ら

しい時になったと思います。準備段階からのみんなの

祈り。普段それぞれの生活の中にあって、このイベン

トを思い祈ってきたことが、きっと当日も私たちを一

つとしたのかなぁ、と思います。 

 

武田先生、牧実さん、本当にお疲れさまでした。先

生が声をからしてしゃべってみえた様子や、お二人が

働いてみえた様子を覚えています。お二人が神様のこ

とを思い、教会で奉仕し、信徒を見守ってきた３０年
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の区切りのとき。お忙しく過ごされていたけれど、ま

た同時に神様への感動の中にあったことと思います。

こんな記念の時にウェストミンスターでの時がゆるさ

れている事を感謝します。本当に信仰生活において、

貴重な時を与えられたと思います。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
マックナリー光輪子 

神様の栄光を今回の行事を通して経験出来た 
事大きな感謝です。礼拝で、祈祷会で、個人個人で

長い間お祈りをして参りました。どうか記念行事が

スムースに運ばれます様に、

沢山の方々が足を運んで下

さるように、、と。 
 4月１４日、15日の両日

記念として東京から来て下

さったオペラ歌手の稲垣御

夫妻のコンサートは沢山の

方達が来て下さり興奮の拍

手がいつまでも続きました。

素晴らしい世界を作り上げ

て下さって私達観客をすっかりと神様からのギフト

であるお二人の歌に酔わせて頂きました。 
九州から来て下さったゲストスピーカーの長井牧師

先生もありがとうございました。分かりやすく神様

の御言葉を解いてくださいました。 
 
 私は土曜日は教会のお仕事を何も担当せず観客に

成りきって最初から最後までたっぷりと歌を聞かせ

て頂きました。主人、友だち達も誘ったのですが皆

夢心地で聞いていました。『誘ってくれてありがと

う～！』と沢山お礼を言って頂きました。 
 
日曜日は記念礼拝の後のランチボックスを皆さんに 

お渡ししました。皆さんランチボックスを開けて美味

しそうに食べて下さっていたので嬉しかったです。 
ランチの後のコンサートの受け付係りを佳子さんと 

担当しました。思っていた以上に沢山の方がたが聴き

に来てくださり嬉しい悲鳴でした。コンサートが終わ

った後は皆さんの歓喜のオーラが会場中に広がってい

るようでした。皆さん目を輝かせて礼拝堂から出られ

てきました。日曜日は私はコンサートのほうは最後の

アンコール曲『ふるさと』以外は聞けなかったのでCD
とDVDで一人ゆっくりと聴かせて頂きます。 
 
 この小さな群れでこの記念会が無事滞ることなく執

り行なわれたこと、感謝です。武田先生、牧実夫人、

30年間のここジョージアでの神様と共のお二人の一

歩一歩の歩みがこの30周
年を作ってくれました。

そしてこの記念会に働き

手の一人として御奉仕さ

せて頂いた事、ありがと

うございました。長井牧

師先生、稲垣俊也さん、

久美子さんへ。長い飛行

機の旅、そして御奉仕あ

りがとうございました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
小 口 千 尋 

３０周年記念コンサート、たくさんの方々に来てい

ただいて、稲垣ご夫妻のすばらしい歌声を聞くことが

でき、本当に感謝でした。わたしも微力ながら受付の

仕事をお手伝いさせていただくことができてうれしか

ったです。天気予報は嵐のようなことを言ってました

が、さすが神様！全然、雨はたいしたこともありませ

んでしたね。 
最後お帰りになる朝、空港で稲垣ご夫妻にお会いす

ることができて、川田兄のカメラで一緒に写真をとっ

ていただいたのはラッキー！でした。とても満たされ

たひと時でした。感謝！ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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小 口 雄 弘 
御名を賛美いたします。 
準備段階での自分の役割は教会のテーブルを新しく

購入するということでした。Office DepoｔやStaples
をみてまわり、サイズも色もテクスチャーもすべて万

全と勇んでオーダーしたものの、教会に届いた品物は

どういうわけかプラスティックの樹脂の表面にへこん

だ部分があるため不良品・・・たまたまそのときに配

達されたテーブルがだめなのだと思い、改めてまたオ

ーダー、次に配達されてきたのもまた同じ不良品・・・

結局、３０周年記念礼拝とコンサートにはまにあわず

じまい、せっかく３０周年記念礼拝の昼食は新しいテ

ーブルでという計画はかなわずじまい・・・まあ計画

をしらなかった皆様には何事もなかったかのように終

わってしまいましたが、私本人にとっては本当に腹立

たしい思いと申し訳なさでいっぱいです。その後、こ

の件は挫折していますが、４０周年記念までにはなん

とか間に合わせますのでよろしくお願いいたします。 
 
 記念礼拝とコンサート、本当にすばらしいものでし

た。長井先生、ありがとうございました。稲垣ご夫妻、

本当にすばらしいコンサートでした。美男美女でこん

なにぴったりのカップルって世の中にはいるんです

ね！オペラってこんなにすばらしいものだったんです

ね！この感激は忘れません。 
  
最後に男子会の皆様、ご苦労様でした。雨の中の駐

車場係り、皆様の協力なしではこの行事はできなかっ

たことは主のしりたるところです。主にありて 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

（香港）石 井 砂 恵 子 
武田先生、牧実さーん、主の御名をあがめます。

金曜日にスモールパケット、着きました。本当にあ

りがとうございました。土日と教会のことで忙しく

していたので、昨日から聞いています。すっごいで

すね ～。CD で聞いてこんなだから、生で聞いたら

ものすごい迫力だったと思います。歌と歌との間の

おしゃべりの声もかっこいい～。３０周年記念行事

として最適 のプログラムでしたね。土曜日と日曜日

のプログラムを同じ用紙に載せる案、冴えています

ね～。土曜日ご覧になって方で日曜日も聞いてみた

いという方がたく さんおられたと思います。日曜日

は賛美の歌がいっぱいで特に好きでした。CD を聞

きながら、この行事のために皆さんが陰ながら、ご

奉仕された数々のお働き を感じることができまし

た。ハレルヤ！ 
  
早いもので、明日藤井先生が来られます。明後日

から集会が５回あります。残念なのは、香港とい土

地柄、滞在場所はホテル、お食事は全てレストラ 
ン・・・と言うことです。美味しい所へはお連れで

来ますが、ゆっくりとお交わりができないですね。

教会は商業ビルの一室なので、火を使えず致し方な

いので しょうが、大人も子供も新来会者も全員で愛

餐会を持つことが出来ません・・・。どうか一人で

も多くの方が集われるようにと祈っています。 
 
もう少しで子供たちの学校も終わります。沙羅は６

月１日、茉莉は６月１５日までです。６月末に教会総

会があるのでそのあと、日本に帰ります。この１年も 
のすごく早かったです。アトランタを出てもう１年だ

なんて信じられません。この１年の主のお守りを心か
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ら感謝しています。もうすでに、茉莉はアトランタ訪 
問モードに入っています。それを沙羅は怒っています。

「ちゃんも行きたかったのに～。」私も行きたかったよ

う～。 
 CD が無事到着したことをご連絡するために書きま

したが長くなりました。感謝を込めて、今日はこのへ

んで・・・。栄光在主  
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
真 智 子 ホ ワ イ ト 

３０周年記念行事のコンサートが無事に主の御手の

中で守られ終了出来たことに感謝します。折角の雨で

観客は土曜日より日曜日の方が遥かに多く、主は雨を

もって ROSWELL の日本人教会の存在を多くの日本

人に知らせる手段としてくれました。もしあの雨がな

かったら、殆んどの人がNorth Druid Hill の会場に出

向いていたかもしれない。神様は本当に全てを益とし

て下さり、主の業をここでも拝見出来ました。 
 
稲垣夫妻の歌は勿論の事素晴らしかったが、歌と歌

の間のユーモアな解説がどれだけ観客を楽しませてく

れたことか。これでオペラに対する堅苦しいという思

いが無くなりました。この記念行事の為に多くの方々

が様々な形で協力してくれ、一人一人の労苦に感謝し

ています。そしてわざわざこの行事のために遠くから

教 会 に 来 て く れ た 方 々 に も 感 謝 し ま す 。            

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

      

今回記念行事の関係でたくさんの古い写真を見せて

いただく機会があり、「いやー、ＯＯさん若いなー」等

と盛り上がっていたのですが、その中に胸打たれる一

葉がありました。「１９７７年３月１８日」と題された、

Atlanta に向け羽田を出発する直前の武田先生ご一家

の写真です。お嬢さん方は屈託無く笑っているのです

が、先生と牧実さんのお顔は緊張でやや強張っていま

す。それはそうでしょう、整った環境に誰かの後任と

して赴任するのではない、未開拓の原野に一家で移住

し、これからそこを切り開いていこうとしているので

すから！そして実際のその後のご苦労を聴くにつけ、

その不安は決して故ないものではなかったことがよく

解ります。 

 
寺 内 公 一 

３０周年の行事が成功裡に終わったこと、そして何

よりこの教会が３０年間発展を続けたことを慶び、御

名を誉め称えます。武田先生ご夫妻が、幾多の困難に

めげず、神様の祝福のうちに３０年間歩み続けられた

こと、そしてそのご努力のおかげで３０年目にかろう

じてひっかかった私が洗礼を受け、教会の一員として

３０周年記念の感動を分かち合うことができたことを

心より感謝いたします。また記念行事の成功に向けて

尽力された兄弟姉妹のお働きにも、感謝です。 
 

そして、３０周年の記念礼拝の日に撮影したも

う一枚のご家族の写真が手元にあります。３０年

の年を経た先生ご夫妻のお顔は、しかしここでは、

新会堂の中で、成長したお子様達と満員の会衆に

囲まれて、実に穏やかな笑顔です。この新旧２枚

の写真ほど神の御業を雄弁に語るものはない、と

私には思えます。先生ご夫妻の笑顔には、神様の

３０年分の御恵みが刻まれているのだという気が

しました。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊ 
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＜30周年記念での婦人会の働き＞ 

 

婦人会会長 

佳 子 ハ ン セ ン 

あれこれ準備をしていた30周年記念をついに迎え、

そして無事に当日を終えられたこと、神様に深く感謝

すると共に婦人会として携わったすべてのことが順調

に行ってほっとしました。土曜日はあいにくの天気の

中、たくさんのかたがたが稲垣御夫妻のコンサートに

来てくださりお二人のすばらしい歌声、そして神様へ

の賛美を聞くことが出来、感動しました。日曜日には

会堂に入れないくらいのたくさんの方々が見え、神様

が私達をここまで導いてくださったことに感激の気持

ちを持ち、又これから日本人教会が更に何年も神様に

守られ神様を賛美することができるよう祈りました。  

 

ランチの注文から配達の手配まで奉仕してくださっ

た婦人会員の方がた(サンドイッチのボックスランチ

にして正解でした)、土

曜と日曜、コンサート

へ子供連れでこられた

方達のために、ベビー

シッターとしてナース

リーで働いてくださっ

た方達、日曜のコンサ

ートの後の茶菓や飲み

物の手配をしてくださ

った会員の方達、受付

けから、そのほかいろ

いろと細かいことまで

あちらこちらへ皆さん

動いてくださいました。そして後片付け．。。。写真

の整理も長い間時間の掛かる細かい作業だったと思い

ます。みんなで力を合わせて何事もなく、思い出深い

まさに記念すべき日になったこと、本当に感謝です。

これからも夏のキャンプでの奉仕、又30周年記念のた

めに作成中のレシピブックの完成などが残っています

けれども、又皆で協力して、喜びを分かち合いながら、

楽しんでやれればと思います。 

主にありて 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
山 本 美 紀 

 アトランタでの記念コンサートの前に、武田先生ご

夫妻が日本に行き、日本でも記念集会がもたれ、150
人程の人が集まったことを聞きました。30 年の間に日

本からどれだけの人がウエストミンスターの教会に導

かれたことでしょう。帰国してもこれだけの人が集ま

るとは、すばらしいことと思います。それだけつなが

りが今でも保たれてることですよね。教会の温かさ、

先生ご夫妻のお人柄があってのことと思います。異国

の地でのウエストミンスター日本人教会は、憩いの場

でもあり、みんな忘れられない大切な思い出になって

いるのでしょうね。 
 

 アトランタでの稲

垣さんご夫妻のコン

サートは素晴らしか

ったです。素晴らし

い方だとあちこちで

聞いていましたが、

お会いした時とても

華がありオーラを感

じました。しかし、

高ぶることなくとて

も気さくで仲がよさ

そうな素敵なお二人

でした。ご主人の方

は、見かけからは想像がつかないくらい、おやじギャ

グも連発していましたね～。初めての方達も多く集い、

感謝でした。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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武 井 照 隆 
コンサートについて 
１日目・・御夫妻のかけ合いもあり、すばらしい歌声

と楽しいお話があり、とてもすばらしいコンサートで

した。初めて本格的オペラ歌手の歌声をきくことがで

きて、３０周年にふさわしい企画だったと思います。 
２日目・・アメリカ人も多く、歌やお話の内容をもっ

と英語を交えてした方が、彼らにとってもっと楽しめ

たのではと思います。日本人の私たちにとっては、一

日目と同様にすばらしいコンサートでした。 
 
武田先生ご夫妻が、日米で30周年記念行事を無事終

えられましたことを大変うれしく思います。私たち夫

婦が、この教会に出会ったのが約3年前で、家内が米

国で神様に導かれ、またそれがきっかけで私自身が、

日本でクリスチャンになれましたことが、とても大き

な喜びでした。この30年間の先生ご夫妻の神様への献

身で、どれだけ多くの方が私たちのようにイエス様の

救いに導かれてきたかを思いますと、改めて、神様の

計画とその教えにそって着実に進めてこられました先

生ご夫妻に、簡単に言葉では言い表せない感謝と信仰

の深さからきます忍耐の大きさを覚えます。娘さん 3

人を育てながらの、教会の維持運営は、とても大変で

あったと思いますが、いつもやさしく、明るいご家族

を拝見させていただきますと、30年間の神様の変わり

ないとても大きな恵みを感じます。 

 

また、土曜日と日曜日の稲垣ご夫妻のコンサートは、

とても暖かく初めてオペラを見る機会を与えていただ

き、とてもすばらしい内容でした。また、長井先生の

昔話にたとえて話されました“どのような境遇に出会

ってもそれを素直に受け止め、前向きに考えて生きる”

花咲かじいさんの生き方は、私たち自身が、その場そ

の場で、与えられた境遇や事情に素直に神様の御言葉

を聞き、何を求められているのかどうかを自分自身に

問いかけていくことの大切さを教えられました。私は、

教会の正式メンバーになって、まだ少しですが、毎週

の礼拝と、教会へのサポート及び、聖書の教えを通し

て、神様が私たちに与えられています役割を、少しず

つ自分の出来る範囲で行っていこうと考えています。

この教会が今後さらに、40周年、50周年と神様に用い

られ、米国の東南部の心の安らぎが与えられます教会

として、ますます盛んになりますようにお祈り申し上

げます。 

 

和 泉 宏 典 
 たくさんの人が教会３０周年コンサートに参加でき

た事、大変感謝です。生でオペラ歌手を見たのは初め

てだったので、その迫力にはびっくりしました。 
又、稲垣先生の気さくな人柄には、真のプロフェッシ

ョナリズムを感じました。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

森 恵 

３０周年記念礼拝が無事に守られ、沢山の方がこの

行事に導かれたことを神様に本当に感謝します。初め

て生でみたオペラコンサート、素晴らしかったです。

イタリア語の曲の内容は分りませんでしたが、ご夫妻

のすばらしい歌声が心に響いて感動しました。特に二

重唱では涙がこぼれそうになったのを覚えてます（一

番感動したのはHosannaの曲だったと思います）。土曜

の夜の部ではユーモアたっぷりの猫の曲などでは笑い

もありで素敵な時でした。ちなみに、稲垣先生たちは

ご自宅でも歌で会話されることもあるんですか（笑）？ 

 

 私の義兄でもある長井正人牧師の説教は日本昔話

（花咲かじいさんの話すっかり忘れてました）のたと

え話を取り入れた話でとても分りやすかったと思いま

す。５、６年ぶりに義兄とも会えて交わりが持てたこ

とは本当に感謝でした。めったに会わないのに、本当

の妹のように祈ってくれていることを感じました。そ

んな神様の愛を、義兄を通していただいたように思い

ます。おにいさん、ありがとう。 

 武田先生、牧実さんをはじめ、沢山の会員の方々の
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祈りとチームワークでこの行事が守られたのだと思い

ます。皆さんお疲れ様でした。 

 

奉仕について： 

 プログラム、ブックマークの役割分担をいただけた

こと感謝でした。ブックマークは、印刷屋とのやりと

りで、エラーが何回かありましたが、結果的に無事に

依頼通りに問題なく出来上がって安心しました。デザ

イン作業にもう少し時間の余裕があったら、オンライ

ンの他の割安の印刷屋さんに提出できたかな、と思い

ます。コンサートプログラムの方もKinko'sでの紙の

質、サイズなど、限られたものしかなくて、金額も考

慮して選ぶのに戸惑いがありましたが、川田兄との相

談の結果、厚めの紙を選んだ結果、よかったと思いま

す。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

武 田 牧 実 
 こんなに素晴らしい形で３０周年記念行事を行うこ

とが出来て心から神様に感謝を捧げています。記念礼

拝の説教者として長井先生がいらして下さったことは 

とってもうれしいことでした。そしてまた、＜美しい

日本の花の久美子さん＞とそれを射止めた稲垣先生

（私共夫婦の母校で教えておられる）によるコンサー

トは、文字通り記念行事を

色とりどりの花で埋め尽く

すものとなりました。長井

先生のお話しも、花咲じい

さんのお話しに花が咲きま

したから、“記念行事は

花々良かりき”（稲垣先生、

これ何点ぐらい頂けます

か？）となりました。メデ

タシ、メデタシ。 
  
 ある方から「お宅の教会は全員一致協力して事を行

うことが出来て素晴らしいですね。」とお便りを頂きま

した。教会にとって、この様に評価されること程うれ

しいことはありません。今回の行事においてもその事

を証明できたと思います。各奉仕の現場においては

色々不都合なことに直面したこともあったでしょうし、

コンサートを聴けないなどの犠牲を払った方々もあり

ました。でも嫌な顔一つせず働いて下さった方々の上

に主のおむくいが豊かにありますように。 
 
あっ、そうそう、駐車場を使わせて下さったお隣りの

メソジスト教会にも感謝しなければ。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

＜感動、余韻、そしてギャグの応酬＞ 

             川 田 泰 生 

４月の記念礼拝、記念コンサートが終って１ヶ月以

上経っても、長井先生の説教と稲垣ご夫妻の歌声がま

だ耳に残って響いています。 

当教会出身の長井先生は２００２年の２５周年キャ

ンプに講師としておいで頂いて以来ですが、落ち着い

た印象深い説教に感銘を受けました。日本の童話「花

さか爺さん」が枯れ木に花を咲かせる話が、新しい命

を与えるキリストにつながっていることも初めて聴い

て興味深かったです。 

記念コンサートに東京二期会の稲垣俊也・遠藤久美

子ご夫妻をお招きできたこ

とも本当に意義深いことで

した。稲垣俊也さんお一人

であっても素晴しいコンサ

ートになったであろうこと

は容易に想像できますが、

ご夫妻でお出で下さったこ

とによって、プログラムに

豊かさと広がりと深さが増

し加わって、私たちが願っ

た以上に祝福されたものと

なりました。 
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４月１４日（土）Strong Storm Warningが出ていた

中をお出で下さった方々、日本からそして全米の各地

から駆けつけて下さった方々に感謝、それぞれ３回の

リハーサルをして本番に備えて下さったお２人のピア

ノ伴奏者に感謝、プログラム作成に夜遅くまで協力し

て下さった恵さんに感謝、裏方でいろいろ奉仕をして

下さった方々に心から感謝を致します。コンサートが

終って色々なところで、色々な方々にお会いする度に

「アトランタで初めてのクラシックコンサートに感動

しました」と感想を述べて下さいました。買って下さ

ったＣＤを聴きながら、「まだ余韻に浸っています」と

仰っているご夫妻もおられます。また普段音楽には関

心が薄いと思われるゴルフ仲間も「あのコンサートは

良かったねえ、感動したよ」と口々に語ってくれまし

た。 

ここだけの話ですが、稲垣俊也さんはギャグの名手

でもあります。食事の時、お茶の時間にそして車の中

でドンドンギャグを連発なさるので、渡米１７年目で

サビついたギャグを返し

ているうちに昔とったキ

ネヅカでなんとか応戦し

ました。昨年私が始めて

東北へ行った話をしてい

た時、稲垣俊也さんの車

の中でのギャグを一つ。

「東京から自動車５００

台、青森から自動車５０

０台が同時に出発しまし

た。どこで合流するでし

ょうか」瞬間に分かった

方は素質あり、１０秒以内に分かった方は磨けばもの

になります。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
＊  

「神のなさることは、すべて時にかなって美しい」 

               川 田 み よ 子 

創立３０周年の記念礼拝を遠くから近くから駆けつけ 

てくださった多くの兄弟姉妹方と共に守り、今までの 

歩みを導いて下さった主を心から賛美し、精一杯の感 

謝を捧げることができました。 

記念コンサートでも思いにまさる大きな祝福を頂いて  

ただ、ただ、神様に感謝を捧げるばかりです。私たち 

のような小さな群れであっても みんなが一つの目的 

のために心を合わせて祈り、主に信頼して奉仕を捧げ 

る時、神様が私たちに必要な知恵と力と励ましを与え 

てくださり、さらに大きな喜びをいただける事を改め 

て教えられました。 

稲垣俊也さん、久美子さんご夫妻の信仰から溢れ出る 

すばらしい歌声に感動しました。いまだに余韻が続い 

ており、お二人の歌声が聞えてきます。夫と私はご夫 

妻のお世話係り、付き人として「役得」に与らせて頂 

きました。夫は昨年夏ご夫妻のセミナーに参加してお 

目にかかっておりますが 私は今回初対面。「民宿か

わた」の女将さんとして緊張してお迎えしたのでした。 

車から降りてこられたお二人はスラリと長身のそれは 

それは素敵なご夫妻で

した！俊也さんのウイ

ットに富んだギャグと

久美子さんの暖かいお

人柄に触れて 私 

の緊張もすぐにほぐれ

ました。到着された次

の日から早速ピアノ伴

奏者とのリハーサルが

開始され、本番に 

向けて準備を整えてい

かれるご様子を見せて

いただきました。お二人の時差が早くとれて最高のコ

ンディションで本番の日を迎えていただけるようにと

お祈りしました。わずか数日間ですが同じ屋根の下で

共に主を賛美し恵みをお分かちさせていただき、また

お食事時の楽しいお交わりを重ねていくうちに親しさ

もまして、 本番には息子夫婦の晴れ舞台の成功を祈

って舞台の袖で手を合わせる母親の心境にまでなって
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しまったくらいです！（夫がこれを読んで噴出して笑

いましたが。） 

コンサートが終わって聴衆の方々からの大きな歓声と 

鳴り止まない拍手に 私も心から神様に感謝を捧げま 

した。一週間のお交わりを通してお二人が主のご栄光 

を表すために謙虚に仕えておられる姿勢を拝見して心 

を打たれたことでした。 

  

今回伴奏を快くお引き受けくださった石川英理子さんと 

山本もも子さんには本当に感謝しています。祈祷会や婦 

人会例会でふさわしい伴奏者が与えられるようにと祈っ 

てきました。石川さんと山本さんからお返事をいただい 

た時は飛び上がるほどのうれしさでした。どんなに感謝 

したことでしょう。音響奉仕のために仕事を休んでNC 

から駆けつけてくださった哲ちゃんも大活躍でした。哲 

ちゃんがいて下さって大いに助けられました。プログラ 

ム製作ではコンサート前日の深夜まで電話とメールで何 

回もやり取りして、立派なプログラムを完成させてくだ 

さった恵さん。花束贈呈のために正装して早くから花束 

をかかえて待っていてくれた子供たちも可愛くて、コン 

サートに大切な花を添えてくれました。土曜日には雨で 

びっしょり濡れながら 外で案内係りとしてご奉仕くだ 

さった男子会の方々。ベビーシッターをしてくださった 

方々。見える所、見えない所でご奉仕くださった方々。 

日本で各地で祈ってくださっていた方々。礼拝、コンサ 

ートに来て下さった方々。本当にたくさんの方々が支え 

てくださって祝福された３０周年記念会を終えることが 

できました。皆様に心から感謝を申し上げます。私のこ 

れまでの生涯の中で忘れることのできない貴重な経験、 

大きな喜びをいただきました。この喜び、感謝を忘れな 

いよう神様に従っていきたいと思います。 

ウエストミンスター日本人教会がこれからも神様と人々 

に喜ばれる教会として豊かに用いられ、祝福が注がれて 

いきますようにと願っています。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

遠く諸州よりまた地元よりコンサートに来られた

方々（教会外の方々）の感想より抜粋させて頂きまし

た。 

 

＊大変すばらしいコンサート心からエンジョイ致しま

した。フロリダから出てきたかいがありました。 

 

＊ＣＤで良く知っていましたが、特に稲垣さんのバリ

トンは声量が十分あり、おどろきました。福音と音

楽のトークも良かったです。 

 

＊貴重な機会をありがとうございます。特に故里はジ

ーンとしました。又蝶々夫人はコンサート前から聞

きたかった局なので、聞けて本当うれしかったです。 

 

＊ 美しい歌声に包まれて心の和む幸せなひと時でし

た。素晴らしいコンサートをありがとうございます。 

 

＊素晴らしい！の一言です！遠藤久美子夫人の女性ら

しさと稲垣俊也氏の男性らしさ・・・・こんなに息

の合ったカップルの合唱を聞かせて頂いて本当に幸

せです。もちろんボリュームもたっぷりで良い歌を

一つ一つその性格に合った歌い方で、やはり世界の

オペラ歌手だなあ～と感激しました。 

 

＊素晴らしいコンサートでした。特に日本のなつかし

い歌を聞き、私は日本人であることを思い起こし誇

りに感じました。ありがとうございました。 

 

＊大変素晴らしい歌声を聴かせて頂き、本当に感謝で

す。まさかアトランタで二期会の方の歌を聴けると

は夢にも思っていませんでした。私の父が大のオペ

ラ好きで、私も中学生の時に初めて父に連れて行っ

てもらった時も二期会のオペラでした。それをなつ

かしく思い出しました。１９９２年に留学のために

アトランタに来てこちらでアメリカ人と結婚し、子

供もいるので、これからもこちらで生活していきま
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す。そんな私にとって「故郷」を聴いた時は感動し、

日本の父母を思い出し涙が出てきました。またお二

人のお話もユーモアもあり、あたたかく、こころに

残りました。本当にありがとうございました。 

 

＊ 主にハレルヤ！今日アトランタのウエストミンス

ター日本人教会創立３０周年記念でDuo Concertに

出席できてほんとに感謝します。オペラ＝神の愛の

表現だと知らされて、もっと身近に感じています。

御夫妻のダイナミックな声とタレントをますます

神様が祝福されますようにおいのりします。 

 

＊何年振りに聞いたなつかしい日本の歌、非常に良か

ったです。遠い日本からわざわざ来ていただいて心洗

われる様な歌を聞かせて頂いてうれしく思いました有

難うございます。 

 

＊ Wonderful, inspiring concert! Thank you. 

 

＊ What a lovely concert with truly excellent 

musicians! Thanks for sharing their gifts with 

us! 

  

＊歌もお話も本当にすばらしく楽しませていただきま

した。とってもすてきなコンサートをありがとうござ

いました。教会員の皆様おつかれさまでした。 

 

＊ 感動の涙が絶えませんでした。神様のご愛に満たさ

れた素晴らしいコンサートに感謝申し上げます。 

 

＊魂を呼び覚ます歌声、天使のような玉をころがす歌

声、とてもすばらしく涙なくしては聴けませんでし

た。ありがとうございました。武田夫婦も３０周年

おめでとうございます。「継続は力なり」を示され、

今日があると思います。今後も元気で活躍されます

ようお祈り申し上げます。 

 

＊素晴らしいコンサートありがとうございました。ユ

ーモアの中にも含蓄ある言葉も楽しみました。何か

私が忘れている世界に引き込まれ感激しました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

<さようなら成田家のみなさん> 

 

God be with you till we meet again!! 

 

寺 内 公 一 
送別会の時にやたらとしゃべってしまったので、そ

の時に話し忘れたことを一つだけ。 
 
ある日成田さんに誘われました。「Emory の中にあ

る池で魚が釣れるらしいから行きましょう。」少し前に

campus を散策していたらその池で魚を釣っている人

がいたらしく、釣りキチの成田さんとしては俄然やる

気になってしまったようです。ところがこの私が生ま

れてから一度も釣りをしたことがない、という人間。

その旨お話してご遠慮しようかと思ったのですが、そ

こはキッパリとした性格の成田さん、「道具も用意す
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るし、僕が全部教えてあげるからだいじょうぶです。」

私も覚悟を決めて、その週の土曜日の未明に池のほと

りで待ち合わせとなりました。それからの 3 時間、右

も左も分からない私に糸のつけ方から竿の投げ方、魚

の居そうなところの見分け方と、そぼ降る雨の中を実

に辛抱強く教えていただき、「なんと面倒見のよい人

であろうか」と感服した次第です。おかげでこの私も

実に堂々と竿を投げるようになりまして、アメリカ土

産がまた一つ増えました。大変感謝しております。た

だ二人ともその日は結局「ぼうず」だったので、未だ

に本当の「釣り」ってどんなものか、よく分からない

のですけれど。 
 
成田家の皆様、大変お世話になりました。これから

もお元気で。また日本で会いましょう。 
寺 内 智 子 

また会いましょう！！ 

成田先生、2年間のアトランタでのお仕事、本当に

お疲れ様でした。そしてよしえさん、海外での出産や

育児を全く苦にせず、いつもにこやかに過ごしている

姿は、私をどんなに励ましてくださったことか。同じ

年のよしえさんが子供は奇数がいい！！とあと一人生

む気満々でいたのを見て、私も完を生む勇気が出まし

た。感謝です。 

アトランタでの生活は、家族で一緒に過ごせる時間

が多く、貴重な日々だったと思います。また、出不精

の我が家と違って、幼児がいるのもものともせず、時

にはお母様まで巻き込んで、積極的にアメリカを旅し

ていた成田家には、素晴らしい思い出の数々もあるこ

とでしょう。 

こちらでの楽しい思い出を胸に、ぜひ日本へ帰られ

てからも、ご家族仲良くお過ごしください。そして、

これからもぜひ連絡を取り合っていきましょう。お元

気で。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
＜成田さんファミリーへ＞ 

山 本 一 夫・美 紀 

 初めて会った時の印象・・・はじめは 3 人でしたよ

ね。拓人さんはとても心配性で真面目そうな人。喜枝

さんはホワーンとした温かい人。こうちゃんは、ちょ

っと照れ屋の車好き。でも知っていくうちに、色んな

面が見えて、味のある楽しい家族でした。拓人さんは

大のＦ１好き、車好きで、テレビを買う前はうちでレ

ースを見たり、ビデオの録画を頼まれたり（きちんと

確認の電話もありました…この点はやっぱり心配

性？）、レースに関してかなり熱く語っており、ギャグ

等も言い、イメージと違って楽しい人でした。お医者

さんというと固いイメージもありましたが、とても気

さくで色々教えて下さったり、具合の悪い時は、家に

来てくれたりもしました。私のお産の時は、かなり心

配して（＋主人が泣く所を見たい＋写真を撮ってくれ

る為）付き添ってくれると言いましたが、それは丁

重！！！（笑）にお断りし、生まれた後写真をとりに

来てもらいました！ 
  
喜枝さんは、とてもしっかりしていて妊娠中も出産

後もたくさん教えてもらい、助けてもらいました。喜

枝さんの出産にお手伝いに来ていたお母さんにも、り

ょうちゃんをモデルに、抱き方やお風呂の入れ方を教

えてもらって練習したり・・・。お母さんもやはり暖

かく素敵な人でした。 
 こうちゃんとりょうちゃんは、違う性格で、じっく

り電車で遊ぶこうちゃんのまわりを走り回っているり

ょうちゃんという感じで、学者タイプと体育会系とい

うか・・・かわいいおもしろい二人です☆ 
 本当にあっという間の 2 年でしたね。ぜひ北海道で

またお会いしましょう☆ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

＜成田家との交わり＞ 
          武 田 恒 義 

 アトランタで札幌から来られた成田ご一家と２年間

の交わりを与えられたことを感謝しています。神様が

会わせて下さったと信じています。同郷のよしみで本
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当に親戚のような感じがしました。言葉も雰囲気も正

に北海道の人でした。喜枝さんのお母さん、そして成

田さんのご両親ともお会いし、一層その感を強くしま

した。コーちゃんからはアメリカのジッタン（おじい

ちゃん）と呼ばれ、後にはパン屋のおじさんと間違え

られることもあったようですが、２年間の成長を見せ

ていただきました。コーちゃんは賢い子供という表現

がピッタリです。そしてリョーちゃんは大物で将来が

楽しみです。お母さんのお腹の中にいる時から祈らせ

て頂きました。生まれてすぐ祝福のお祈りもさせてい

ただきました。二人の子供さんがどのように育ってい

くのか遠くから祈り、見守っていきたいジッタンです。 
  
喜枝さんは、やさしさの中にも芯の強さを秘めておら

れる素晴らしい女性で、拓人さんに最適の奥様です。

コーちゃん、リョーちゃんにとっては最適の母親、も

ちろん神様がそうして下さったのですから当然のこと

ですが。 
成田さんはストレートな性質、本当に気持ちのいい

方です。クリスチャンになったらパウロのように一途

に神と人とに仕えること間違いありません。将来クリ

スチャン・ドクターとなって、良き働きが出来ますよ

うにお祈り致します。思い出に残る２年間のお交わり、

ありがとうございました。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
                 武 田 牧 実      成田さんは、本当に心やさしい方です。世の中に起

こる悲惨な出来事、不条理と思われる数々の出来事、

特に子供が関係していることに、心を痛め涙する姿を

見ました。脳神経外科のお医者様として、常に命と死

を見つめて行かれることでしょう。命の源であられる

神様を仰ぎ見て下さいますように。お働きの上に神様

の助けがありますように。素晴らしい助け手である喜

枝さんの上に、昂ちゃん、怜ちゃんの上に祝福が豊か

に注がれますように。 

私たちが成田さんを知るきっかけになったのは久野

寛之さんです。久野さんがアトランタに居られ、聖学

院で教えておられ、日曜日には御家族を連れて礼拝に

いらしていたのはもう何年前になるのでしょうか。 

その久野さんと私達が知り合ったのは、それより大分

前のこと、まだ彼の独身時代、サヴァンナの糸井さん

宅で初めてお目にかかったのでした。こうやって、人

と人との出会いの糸を手繰り寄せると一体どこまで行

くのかしらと思ってしまいます。その久野さんが喜枝

さんのお母様と知り合って・・・そして成田さんから

メールを頂いたのが２年ちょっと前のことです。この

出会いはもう何年も前から神様の御計画の中にあった

ことを疑うことが出来ません。 

 

 成田さんからの最初のメールには、アトランタの治

安のことを心配しておられることが書いてありました。 

御家族が安心して住むことが出来るのかを案じておら

れたのでしょう。そこで、私たちの長年のアトランタ

生活において、一度も危い目に会ったことがないこと

などをお伝えして安心していらして下さるようにとお

伝えしたのでした。一方喜枝さんは、出産間近であり

ながら、全く不安な要素はみせない大物の貫禄十分で

した。 

 あれからあっという間に２年が経過し、もう成田家

は北海道の人となってしまいました。去る５月２８日、

私たちがアラバマからフロリダへ向かっている途上、

北海道から携帯に電話が入りました。「今すぐにでも

Ｕターンしてアトランタに帰りたい」とおっしゃる成

田さんの言葉は、アトランタの生活の全てが“祝福に

満ちた”ものであったことを証明しているように思え

ました。 

 今、私たちが心から感謝していることは成田さんご

一家が熱心に礼拝に出席し続けて下さったことです。

このことがいつの日か成田さんの心に信仰の火が灯る

要因となりますようにと祈っています。 
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